















































Wyatt, “Love, Trauma, and the Body in God Help the Child”，2017年）である。ワ
イアットは，本作の特徴が早期に愛を喪失したトラウマを乗り越える「人間の能力に
対する楽観主義」（sec. #03, para. #01）にあること，またブライドのトラウマの克服
が，ブッカーとの関係を修復したことによってではなく，「彼女自身と彼女の人生に
ついてより深く理解すること」（sec. #04, para. #06）で達成されたことを明らかにし
た。ジェシー・ゴールドバーグの「スウィートネスからトーヤ・グラハムへ」（Jesse 
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の子を守らなければならなかった













































































































































人』（原題：Passing, 1929年）や，ジェシー・フォーセット（Jessie Redmon Fauset, 





















































































































































































































　ポール・マーシャル（Paule Marshall, 1929- ）の『褐色砂岩の家』（原題：Brown 
Girl, Brownstones, 1959年）やロレイン・ハンズベリー（Lorraine Hansberry, 1930-
1965）の『日向の干し葡萄』（原題：A Raisin in the Sun, 1959年）は，白人が規定し
た肌の色に基づく価値観から逃れ，自身の価値観を求めるための旅立を描いた。ゾ
39トニ・モリスンが描く黒い肌の意味：『神よ，あの子を守りたまえ』を中心に
ラ・ニール・ハーストン（Zora Neale Hurston, 1891-1960）の『彼らの目は神を見て





る。連帯をテーマにしていた作品には，アリス・ウォーカー（Alice Walker, 1944- ）
の『カラーパープル』（原題：The Color Purple, 1982年）や，グロリア・ネイラー
（Gloria Naylor, 1950-2016）の『ブリュースタープレイスの女たち』（原題：The 
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